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「当たり前のことが当たり前にできることの大切さ」 

 

日南中学校長 黒見 隆久  

 

中学校１年生の「宿泊研修（大山青年の家）」でのスローガンは、『凡事(時)徹底（ぼんじてってい）』で

した。 

この言葉の意味は、当たり前のことを「当たり前にやる」ということです。さらにもう一歩踏み込んで、「他

の人がマネできないほど徹底的に、一生懸命にやる」ということです。一見、簡単そうに思えますが、案外で

きていないことが多いのではないでしょうか？その時だけ、言われた時だけ・・・なら、一瞬は誰でもできま

すが、それをずっと続けることは大人でもかなり難しいことではないでしょうか？することの意味や大切さが

わかり、繰り返すことで、身体や心、頭に自然に定着し、自分のものにならなければ本物にはなりません。 

中学校１年生の、宿泊研修を通したまず最初の「凡事(時)徹底」は、合格点でした。あとは、本物にしてい

く各自の決意と努力が必要です。私たちの周りを振り返ってみたときにはどうでしょうか？「あいさつ」、「礼

儀」、「ルールやマナー」、「姿勢」、「かたづけ」、「食事や睡眠」、「学習習慣」などなど・・・・・。 

「当たり前のことだけど、あんまりできていないな。」「簡単なことだけど、続けてやれていないな。」とい

うことはありませんか？「もう少し、本気でやらないといけないな。」「できているつもりになっているな。」

ということはありませんか？そんなところを親子で見つめて（話して）みながら、何かひとつ「徹底的」に、

「一生懸命」やってみましょう。 

まずは、「みんなが元気にあいさつができる日南町！」を創ろう・・・！を実践してみませんか？ 
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「インターネットの危険性について学ぼう」 

「子どもの校外での生活を見守ろう」 

―第 2回 日南小中学校 PTA総会― 

 

４月１６日、本年度第１回目の参観日があり、公開学習、

学年（学級）懇談の後、ＰＴＡ総会が開催されました。そ

の中で来年度の活動方針として二つのことが旧執行部から

提案され了承されました。 

一つ目は「スマホ、携帯、ゲームの危険性について理解

し、子どもの生活リズムを整えよう」 

二つ目は「児童生徒の校外での生活を見守り規範意識を

育てよう」 

ということでした。この二つを大きなテーマとして各専

門部会、各支部、各学年部で具体的な活動を計画して頂き

たいと思います。 

５月２１日(土) 

～日南小第８回運動会～ 

 

日南小学校第８回運動会が５月２

１日に開催されます。ゴールデンウ

イーク明けから運動会に向けて少し

ずつ練習を始めているところです。 

日南小の運動会は、小学６年生を

リーダーとして、縦のつながりを大

切にしながら子ども達が自主的に運

営する日南小学校自慢の行事となっ

ています。 

一生懸命がんばる子ども達の姿を

是非見に来てやってください。たく

さんの来校をお待ちしています。 

 

 

 

 



 

 

松江エキスカーション（中学２年生） 

 

４月１５日（金）松江エキスカーション（班で訪問する場所や行動するルートを決め、その計画に沿って

自分たちで行動する活動）に出かけました。たいへん天気も良く、絶好のエキスカーション日和。生徒たち

は、自分たちの考えたルートで出かけて行きました。 

この学習は「ともいき科」のひとつで、各班が「松江城」「松江城周辺」「武家屋敷」「堀川遊覧船」「八

重垣神社」「お茶」「和菓子」について調べたり、体験をしました。その調べたことを『松江に行きたい人』

『日南町に住んでいる大人』『日南町で働いている大人』が松江に行ってみたくなるようにプレゼンすると

いうことを目標に取り組みました。そして、２１日（木）発表会を開きました。どのチームもしっかりまと

め、興味深いプレゼ

ンができました。プ

レゼン後は仲間た

ちから質問もあり、

温かい雰囲気でし

た。機会があれば、

大人に向けてプレ

ゼンしてみたいで

す。 

 

名札はコミュニケーションの 

大切なツール 

小学校では、今年度学校生活の中

で子ども達に徹底させたいことの

一つとして名札の着用を掲げてい

ます。このことを決めたきっかけは

「学校支援ボランティア」さんとの

話し合いからでした。学校支援ボラ

ンティアさんはほぼ毎日小学校に

来られ、アフタースクール(学習支

援)、図書館支援などをして頂いてい

ます。話し合いの中で、「子どもとも

っとコミュニケーションを取って

親しくなりたいのだが名札を着け

ていないので名前が分からない。」

ということがありました。実は名札

を着用することは「学校のきまり」

としてあるのですが少人数である

ので名札がなくても学校生活には

困らないということから名札を着

けてこない児童が非常に多くある

実態がありました。 

コミュニケーションの大切なツ

ールとして名札の着用を徹底させ

たいと思います。 

 

大山宿泊研修（中学１年生） 

 
「集団生活のルールやマナーを身につけること」、「中学校に

おける学習の進め方を知ること」、「個性を尊重しあえる仲間

づくりを行うこと」という３つの目標を持ち、『凡事（時）徹

底』をスローガンに４月１４日から１泊２日の日程で、大山青

年の家を会場に宿泊研修を行いました。 

 入学してから新入生オリエンテーション、身体測定と忙しい

数日間の中で準備を進め、当日は天候にも恵まれ１年生２７名

が元気に参加することができました。 

 オリエンテーリングや食事の準備や後片付け、キャンドルの

つどいのパフォーマンス、部屋の整理整頓、野外炊事(カレー

ライス)等、それぞれの班で声をかけ合いみんなが協力する姿

が多く見られました。研修活動が続いた中で疲れを見せていま

したが、明るい表情や笑顔がとても印象に残っています。 

 生徒たちの今持っている力を見ることができ、これからの成

長が楽しみになりまし

た。とは言え、今後の中

学校生活を見通した場

合、いくつか課題も出て

くると思います。いいと

ころはもっともっと伸

ばしながら、ひとつひと

つ課題の改善を目指し

ていきたいと考えてい

ます。 

 

 


